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論    文    の    要    旨 
ディオファントス近似論は数論の歴史的分野で、実数を有理数（または代数的数）で近似するときの近
似の速度により代数的であることを特徴づける。特に Roth の定理と Schmidt の部分空間定理は数論の
二つの金字塔であり、代数的数を代数的数で近似する速度が超越数よりも必ず遅くなることを示して、ど
ちらも Fields 賞を得ている。このような近似の速度を定量化したものが本論文のタイトルにある 
Diophantine Exponent である。Mahler と Koksma は Diophantine Exponent により実数の分類を与え
ている。初等関数の特殊値など具体的に与えられた数の Diophantine Exponent を求まる問題は数論の
難問に属しており、超越数論、ディオファントス近似論などと一般に呼ばれている。 
本論文では実数体のかわりに非アルキメデス的付値体、特に p 進体や有限体上の冪級数体での 
















に非分離拡大の存在が Diophantine Exponent に与える影響が自明ではないことが注意されている。 
 
審    査    の    要    旨 
〔批評〕 






れている。第二に、二つの Diophantine Expoenet の違いが非分離元の場合には微妙な差異を生む可
能性が示されている。このような未解決部分の定式化とその提示は、関連研究者の興味を集めており、今
後の研究の発展のために大変重要な一歩である。 










 平成 29 年 2 月 1７日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について 50 分間の説明を求め、さらに関連事項につき詳しい質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
